
徳山ダム建設中止を求める会通信
No_74(2 10. 3
事 務 局  TEL/FAX 0584‐ 78‐4119
大垣市田町 1-20… 1  近藤方

ウッソー !とうとう2導水躍
新たなダム作り仕事のなくなつた水資

8月 5日 に朝日新間が「2導水路併設案」を抜きました。ウッソー !と いうのが正直な感
想でした。中部地整は「あくまでも900億 円の事業費を 10億円縮減することが出来るか
ら」というけど、あまりにもウソつぽい (ト ンネルロ径が小さくなる距離は大して長くない。

最初の積算で"糊代"の数値を仕込めば、簡単に「事業費縮減」は出来る)。 諸情報を突き合
わせてみても、長良川河口堰からの導水路建設への目論んでいる名古屋市と愛知県の意向が

働いているとしか思えません。

中部地整と3県 (愛知 。岐阜・二重)1市 (名 古屋)の非公開の密室協議「導水路検討会」
で、まるで正式に何かが決まったかのごとく喧伝されていくことも問題です (水資源機構事

業にすることなど、何でこの密室協議で決められるのだろう?)

市民学習会第2弾 :ムダにムダを重ねる導水路
伊藤達也 (金城学院大教授)他  フロア発言
11月 24日 (土)13:00開場、13:30開始 (16:45終 了予定 )

桜華会館 富士桜の間 (別館2F)

(名古屋市中区三の丸1-7-2052-201-8076/護国神社の隣 )

徳山ダムをやめさせる会 (共同代表・在間正史/伊藤達也 )

500円           
｀

講 師
と き
ところ :

主 催
参加費

1

証明 しようもありませんが、参院選の与党大敗北が、コ トを急がせていると感 じます (長

良川河 口堰の導水路建設の"芽 "を作っておく、水資源機構事業として位置づけてしまう…「政

権交代」力`あれば、まず新たに位置づけら  :
れない。「政権交代」がなくても時が経つ 轟:

ほど職 の明らかな事業は出来なくなる九
笹

i

案  
‐

は

☆ 木曽川水系河川整備基本方針 曇
～木曽川正常流量 (下流部維持流 

り
」口影ト

量)はもっぱら「ヤマトシジミのため」? 旅毛竃
8月 31日 の第 74回河り|1整備基本方  ≦慮分し 担
聯 訃 委員会で、測 晴 理者の 鴫 が

ミ霙基
承認されました (ま だ官報告示にはなって  1に ヘ1参

の

いない)。 大した議論もありませんでしたが、
中日新聞 07.08.22
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委員からの意見のほとんどが 「整備計画マター」でした (私の耳にする限り)。

河川整備基本方針策定を「本省(霞が関)マ ター」とた「理由」として、国交省河川局が協

調してきたのは「全国的な公平さの担保」でした。ところが、木曽川水系では

① 長良川の治水安全度は「1/100」 としました。「流域の人口や資産の集積度合いから
すれば、長良川の治水安全度は 1/150く らいでないと他とのバランスがとれない」とい
う複数の委員の意見はどこかで消えました。新規ダム計画がないから低めに設定したのでし

ょう。「建設事業」の有無が先、治水計画は後付け、というのがよく分かります。

② 逆に利水安全度やら渇水時の環境被害には非常に「敏感」で、「1/10を 超える異常渇
水への対策」に意欲的でした。木曽川の正常流量 (基準地点は今渡 (69kln))の数値の設定

を、中部地整の担当者に聴きに行きました。、結局は汽水域 (感潮区間)である木曽成戸 (24km)

地点の維持流量―動植物の生育環境保持―に規定される、というのです。その動植物とは?

と問うと「主としてヤマ トシジミ」だそうです (現在、情報公開請求中)。

長良川河口堰で、長良川のヤマ トシジミは壊滅しました。その一方で、木曽川のヤマ トシ

ジミには890億 円 (渇水対策分に限ると580億 円)の 巨費を投じる…深い憤りを感じま
す。 (「環境被害軽減」の根拠の無さは、近藤昭一議員提出の「質問主意書徳山ダムに係る木

曽川連絡導水路事業の目的と効果に関する質問主意書」で明らか。[衆議院 質問答弁 166
国会 378]http:`/ヽVww.slluniin,O ip inde、 .nsPhtilll/indc、 sllitsul■ on htnn )

☆  超特急の木 曽川水系河川整備計画策定
行政間の密室会議である「導水路検討会 (第 7回 )」 でコトの大筋が決まるとすぐに「木曽

川水系河りII整備計画策定の進め方 ステージⅡ 前半シリーズ」が行われました。
☆ 9月 10日 :第 6回木曽川水系流域委員会(河川法 16条の 2第 3項の趣旨)/「整備計
画のたたき台」を提示。☆ 9月 12日 :第 2回木曽川三川整備計画策定説明会(16条の
2第 5項の趣旨)☆ 9月 15日 :第 2回ふれあい懇談会(16条の 2第 4項の趣旨)
そして「ステージⅡ 後半シリーズ」が 10月 中に行われます。 (07.10.01時点の情報)
☆ 10月 9日 :第 7回木曽川水系流域委員会/こ こで「導水路」などの集中審議。
☆ 10月 20日 :第 3回ふれあい懇談会
890億円の水資源機構事業「徳山ダムに係る木曽川水系連絡導水路事業」を来年度予算
に位置づけるためには、「法的根拠 *」 が必要となります (そ うしないと財務省が蹴飛ばす)。
「まず来年度予算に組み入れることありき」で、まともな議論もされず、河川法改正趣旨

も無視して、導水路計画の既成事実化がされようとしています。

*「木曽川水系河川整備計画に位置づける」&「木曽川フルプランー部変更」。

☆ ムダな導水路事業は、治水対策 (水害被害軽減)を遅らせる
このような不必要な巨大事業を行 うことは単に「ムダだ」では済みません。河川整備計画

は、この先 20年～ 30年の河川への「投資」のありようを決めます。890億円のムダは、
それだけ必要な治水対策を遅らせることになります。水害常襲地域、破堤等で甚大な被害が

予測される地域に暮らす人々にとっては、まさに死活問題です。極めて由々しいことです。

第 7回本書■■l水系流域委員夕 _~、 意見書を出ιま九 膨大 iこなるのでCD一RIこ落とιま九
必要な方 tま事務局にお≠ι〃ι下さtl(実費とιζご料込み
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8月 18日 (土)～ 19日 (日)恒例 :徳山村キャンプ
良い場所見つけた !

来年もやろう !

参加者は 30名弱で、
これまに比べて少数でし

たが、充実したキャンプ

でした。真夜中の故障車

の救援活動までやって…

水機構徳山ダム 建設所か

ら感謝されました !!

InformaJon l【 川の全国シンポ DVD販売のお知らせ】…・り!|の全国シンポ事務局より
8月 11-12日 に徳島で行われたシンポジウムを映像にして、DVDを販売いたします。
吉野川の風景映像とともに、「り||を流域住民 (あなた)が取りもどすための全国シンポジウ
ムJの様子をお楽しみください。
☆10月 中旬発売 (予定) ☆価格=1000円 (送料別途 )
☆予約販売制  (お名前、住所、電話番号、E―mail、 数量をお知らせください)
☆申込み先 川の全国シンポ事務局 巣山太一  E―mail omce@da」 u nejp
〒779-3101 徳島市国府町佐野塚字出口5-7   tel&fax 088-612-9200

1nformaJon2 映画「水になつた村」(大西暢夫監督作品 )

9月 8日 ～コロナワール ド(大垣)で好評上映中/10月 6日 ～名古屋シネマテークで上映
その他各地で上映が決まつています。「水になった村」公式サイ トでお確かめ下さい。

hformation3 荒崎水害訴訟

現地に裁判官が来ます (10月 25日 午後)。 おおよそ本年度中に主張を整理し、立証に入
っていくものと思われます。

Information4新川決壊水害訴訟

結審しました (9月 14日 )。 判決言い渡しは2008年 3月 14日 午前 10時 名古屋
地裁です。

振込用紙を同封 します。会費としてでもカンパとしてでも、お振 り込み頂ければ幸いです。

特に、今年の会費がまだの方はよろしくお願いします (今年、会費・カンパを頂いた方に

は振込用紙を同封 しませんでした。間違って入つていたらすみません)

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503-0875 大垣市田町1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4119 EmaJ:tokuyama― dam@cside.cOm
URL:httpノ/tokuyama―dalll.csidc.com/

郵便振替 :00800-7…31632   年会費 2000円
4̈-
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徳山ダムと導水路計画
(数字は放水量)

課
綻
巨
費
投
入
に
批
判
も

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
、
愛
知
、
岐
阜
、
二
重
の
三
県
と
名
古
屋
市
は
二
十
二
日
、
二
〇
〇
八
年
度
に
運

用
開
始
予
定
の
徳
山
ダ
ム

（岐
阜
県
揖
斐
川
町
）
の
水
利
用
に
つ
い
て
、
長
短
二
本
の
導
水
路
を
建
設
し
、
本
曽
川

と
長
良
川
に
放
水
す
る
計
画
で
合
意
し
た
。
導
水
路
事
業
は
本
格
的
に
動
き
出
す
が
、
専
門
家
の
間
に
は
ダ
ム
建
設

費
の
三
千
五
百
億
円
に
加
え
九
百
億
円
近
い
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に
批
判
的
な
声
も
出
て
い
る
。

国
交
省
と
三
県

一
市
は
同

日
、
名
古
屋
市
内
で
導
水
路

計
画
に
関
す
る
検
討
会
を
開

催
。
合
意
を
受
け
、
国
交
省

は
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

に
建
設
費
の

一
部
を
盛
り
込

む
見
通
し
だ
。
今
後
、
事
業

主
体
を
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
に
移
し
、
来
年
度
中

の
着
工
、　
一
五
年
度
の
完
成

を
目
指
す
。・

同
省
な
ど
は
当
初
、
揖
斐

利曽（脚
（平げ鼻財動にいに一畑貯“制時Ⅶ計廻毎ロキ̈
緯 二

十

ント

の
水

を
直
接

流
す

「上
流
ル
ー
ト
案
」
を
中
心

に
議
論
し
て
き
た
。
昨
年
以

降
、
事
業
費

の
圧
縮
と
長
良

川
中
流
域
の
渇
水
対
策
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
、
導
水
略

を
二
本
と
し
、
長
良
川
を
経

▼
徳
山
ダ
ム
　
岐
阜
県
揖

斐
川
町
の
揖
斐
川
上
流
部
に

位
置
す
る
。
中
部
地
方

の
治

水
、
利
水
、
発
電
を
担
う
多

目
的
ダ
ム
と
し
て
水
資
源
機

構
が
整
備
を
進
め
る
。
高
さ

百
六
十

一
房
、
長
さ
四
百
二

十
七
房
。
総
貯
水
量
六
億
六

千
万
立
方
房
は
浜
名
湖

（静

由
し

て
木
曽

川

に
入

れ
る

「
分
割
案
」
が
急
浮
上
し
た
。

合
意
し
た
案
で
は
、
下
流

の
岐
阜
県
羽
島
市
付
近
に
も

長
良
川
か
ら
木
曽
川
を

つ
な

ぐ
約
ニ

ロ
キ
の
導
水
路
を
造
り

同
四

・
七

ント
を
放
流
。
上
流

ル
ー
ト
は
放
水
量
を
同
十
五

・
三

ント
に
抑
え
る
。
分
割
に

旧
徳
山
村
で
小
中
学
校
の
教

師
を
し
、
廃
村
に
な
る
二
年
前

の

一
九
八
五
年
に
村
を
離
れ
た

大
牧
富
士
夫
さ
ん

（７９
）
は
今

春
出
版
し
た
『
ぼ
く
の
家
に
は
、

む
さ
さ
び
が
棲
ん
で
い
た
―
―

徳
山
村
の
記
録
』
で
、

「
や
が

て
水
底
に
な
る
谷
、
山
の
洞
、

そ
の
ど
れ
に
も
か
つ
て
暮
ら
し

の
な
か
で
慣
れ
親
し
ん
だ
地
名

が
あ
る
」
と
書
い
た
。

試
験
湛
水

（た
ん
す
い
）
の

進
む
現
地
を
六
月
に
訪
れ
た
と

き
、
そ
の
思
い
出
の
あ

っ
た
谷

や
山
の
洞
は
す
で
に
水
底
に
沈

ん
で
い
た
。

「
｝」
う
な
る
こ
と

は
わ
か

っ
て
い
た
の
に
、
言
葉

に
な
ら
な
い
感
情
が
わ
い
て
き

て
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
立
ち

つ
く
し

ま
し
た
」

現
在
は
岐
阜
市
郊
外
の
北
方

町
で
娘
夫
婦
や
孫
た
ち
と
暮
ら

し
て
い
る
。
ダ
ム
エ
事
の
進
ち

ょ
く
状
況
は

「
旧
村
民
と
し
て

関
心
が
あ
る
」
。
建
設
の
目
的

が
二
転
三
転
し
、
今
ま
た
新
た

な
導
水
路
計
画
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
に
は
疑
間
を
禁
じ
得

岡
県
）
の
約
二
倍
で
日
本
最

大
。
湖
底
に
沈
む
旧
徳
山
村

は
四
百
六
十
六
世
帯

（約
千

五
百
人
）
す
べ
て
が
転
居
し
、

一
九
八
七
年
に
廃
村
。
ダ
ム

は
二
〇
〇
八
年
四
月
の
運
用

開
始
を
目
指
し
、
昨
年
九
月

か
ら
水
を
た
め
る
試
験
湛
水

が
始
ま

っ
て
い
る
。

よ
り
当
初
案
に
比

べ
導
水
路

の
断
面
積
を
三
割
程
度
小
さ

く
で
き
、
事
業
費
も
八
百
九

十
億
円
と
約
十
億
円
減
ら
せ

る
と
い
う
。

検
討
会
で
は
国
や
自
治
体

の
費

用
負
担
案

も
示

さ

れ

た
。
国
の
四
五

。
九
％

（
四

百
八
億
円
）
を
筆
頭
に
、
愛

な
い
。

「
誰
画
を
正
当
化
す
る

た
め

に
新
た
な
目
的
が
加
わ

り
、
中
身
が
変
わ

っ
て
い
く
こ

と
に
い
ら
だ
ち
を
感
じ
ま
す
」

来
春
、
本
格
運
用
さ
れ
る
徳

山
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
の
名
前
は
、

一
般
募
集
を
も
と
に
決
め
ら
れ

る
見
通
し
だ
。

「徳
山
」
の
名

が

つ
か
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

「
ダ
ム
は
認
め
た
く
な
い
。
で

も
せ
め
て
名
前
だ
け
は
…
…
」
。

集
落
や
世
代
で
村

へ
の
思
い
に

温
度
差
は
あ
る
が
、
大
牧
さ
ん

の
願
い
は
か
つ
て
の
村
民
全
体

の
気
持
ち
で
も
あ
る
。

「計画正当化へ

目的を追加か」

岐
阜
県
三

・
三
％

（三
十
億

円
）
、
一二
重
県

一
。
五
％

（十

三
億
円
）
と
し
て
い
る
。

導
水
略
は
本
曽
川
水
系
の

渇
水
対
策
や
愛
知
県
と
名
古

屋
市
の
都
市
用
水
の
取
水
が

目
的
。
渇
水
時
に
長
良
川
中

流
域
や
木
曽
川
下
流
域
の
水

量
が
改
善
さ
れ
、
ア
ユ
の
産

卵
や
ヤ

マ
ト
シ
ジ
ミ
の
生
息

に
支
障
を
来
し
に
く
く
な
る

と
い
う
。

だ
が
事
業
費
の
圧
縮
は
小

幅
に
と
ど
ま
る
う
え
、
魚
や

員
の
生
活
環
境
改
善
な
ど
が

多
額
の
税
金
を
投
じ
る
に
ふ

さ
わ
し
い
目
的
か
ど
う
か
も

疑
間
が
残
る
。
水
資
源
問
題

に
詳
し
い
伊
藤
達
也

。
金
城

学
院
大
教
授
は

「
徳
山
ダ
ム

の
当
初

の
建
設
計
画
に
は
河

川
環
境
の
改
善
と
い
う
目
的

は
な
か

っ
た
。
導
水
路
を
建

設
す
る
た
め
に
つ
け
加
え
た

印
象
を
受
け
る
。
行
政
は
も

っ
と
導
水
路
計
画

の
妥
当
性

に

つ
い
て
説

明

し
て

ほ
し

い
」
と
注
文
を

つ
け
る
。
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舗
禦

総
事
業
費
１０
億
円
圧
縮

13版

徳山ダム
岐
阜
県
指
斐
川
町
に
建
設

中
の
徳
山
ダ
ム

（０８
年
４
月

運
用
開
始
）
の
水
を
下
流
域

で
利
用
可
能
に
す
る
導
水
路

事
業
で
、
国
土
交
通
省
中
部

地
方
整
備
局
は
２２
日
、
当
初

計
画
し
て
い
た
揖
斐
川
か
ら

木
曽
川
へ
直
接
水
を
流
す
上

流
ル
ー
ト
に
加
え
、　
一
部
を

長
良
川
経
由
で
木
曽
川
に
流

す
併
設
ル
ー
ト
を
建
設
す
る

案
を
同
局
と
東
海
３
県
、
名

古
屋
市
で
作
る
導
水
路
検
討

会
で
提
案
、
合
意
さ
れ
た
。

コ
ス
ト
縮
減
と
長
良
川
の
渇

水
対
策
へ
の
活
用
が
狙
い
。

早
け
れ
ば
０８
年
度
内
に
着
工

し
、
‐５
年
度
に
完
成
予
定
。

（社
会
面
に
関
連
記
事
）

水
需
要
の
伸
び
悩
み
か
ら

同
ダ
ム
事
業
に
は

「無
駄
な

事
業
」
と
の
批
判
も
あ
り
、

コ
ス
ト
縮
減
を
掲
げ
た
分
割

案
に
は
、
こ
う
し
た
声
に
対

応
す
る
目
的
も
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
同
局
に
よ
る
と
、
上
流
ル

ヨ

翻

ソ
』
耽
財
製

古
屋
市
の
水
道
水
や
工
業
用

水
、
渇
水
時
の
水
量
確
保
な

ど
に
利
用
す
る
た
め
、
揖
斐

川
か
ら
木
曽
川
や
長
良
川
に

流
す
事
業
。
０３
年
Ｈ
月
に
計

画
が
公
表
さ
れ
た
。
総
事
業

費
は
８
９
０
億
円
で
、
国
と

東
海
３
県
、
同
市
が
費
用
を

分
担
す
る
。
０６
年
度
か
ら
実

施
計
画
調
査
が
始
ま
っ
た
。

東

海
豪

雨

の

新
川
訴
訟
結
審

来
年
３
月
１４
日
判
決

朝
日
新
聞

０７

・

０７

・

２‐

二
〇
〇
〇
年
九
月
の
東
海

一賭
狂
肝
批
は
縁
密
却
鮭
噸
「

豪
雨
で
庄
内
川
の
水
を
新
川

に
分
流
さ
せ
る
堰

（
せ
き
）旧徳山村内

中日新聞 07.09.30

一
践
動
曜
“
一
動
い
財
能
知
献

（旧
新
川
町
と
西
枇
杷
島
町
）

一や
名
古
屋
市
西
区
の
住
民
ら

め
た
訴
訟
の
回
頭
弁
論
が
十

‐４

四
日
、
名
古
屋
地
裁

（内
田

９ヽ
．

計

一
裁
判
長
）
で
あ

っ
た
。

原
告
側
は

一
不
十
分
な
河
川

管
理
と
治
水
対
策
が
水
害
を

招
い
た
」
と
訴
え
、
結
審
し

た
。
判
決
は
来
年
二
月
十
四

日
に
言
い
渡
さ
れ
る
。

水
嘉
繕

広
場
計
画
を
変
更

岐
阜
新
聞

０７

・
０７

・
２５

中日新聞 07.09

一

示っ睫たっ安ものとの認識を一

公
有
地
化
事
業
そ
の
も
の
一

徳
山
ダ
ム
立
ち
退
き
住
民
提
訴

麟
楯

岐
阜
県
揖
斐
川
町
の
徳
山

ダ
ム
を
め
ぐ
り
、
水
没
す
る

公
道
の
代
わ
り
と
な
る
道
路

の
建
設
が
中
止
さ
れ
た
の
は

約
束
違
反
だ
と
す
る
旧
徳
山

村
の
住
民
が
２０
日
、
町
と
水

資
源
機
構
を
相
手
取
り
、
中

止
を
決
め
た
協
定
の
無
効
を

求
め
る
訴
え
を
噴
阜
地
裁
に

起
こ
し
た
。
原
告
は
、
ダ
ム
の

開
発
地
域
周
辺
に
山
赤
を
所

有
す
る
旧
徳
山
村
の
住
民
２０

人
と
そ
の
財
産
管
理
団
体
。

訴
状
に
よ
る
と
、
旧
徳
山

村
と
旧
水
資
源
開
発
公
団
は

８６
年
、
水
没
す
る
村
道
の
廃

止
と
引
き
換
え
に
、
原
告
ら

の
山
林
に
続
く
付
け
替
え
道

路
の
建
設
を
約
束
す
る
文
書

を
交
わ
し
た
。
だ
が
、
山
林

を
県
が
買
い
取
る
ダ
ム
周
辺

の
公
有
地
化
が
計
画
さ
れ
た

た
め
、
０１
年
に
新
た
な
協
定

が
結
ば
れ
、
付
け
替
え
道
路

の
建
設
が
中
止
さ
れ
た
。
住

民
ら
は
道
路
建
設
を
条
件
に

立
ち
退
き
に
同
意
し

た
と

し
い
建
設
中
止
は

「約
束
を

反
故
に
す
る
も
の
で
許
さ
れ

な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

―
卜
の
揖
斐
川
町
―
岐
阜
県

坂
祝
町
間
（約
４４
計
）に
は
、

最
大
で
毎
秒
２０
ント

（ぅ
ち
渇

水
対
策
分
１６

ント
）
を
流
す
ト

ン
ネ
ル
を
建
設
。
う
ち
同
４

・
７
ント

（同
４
ント
）
は
岐
阜

市
内
で
長
良
川
に
分
流
す

る
。
さ
ら
に
、
下
流
の
同
県

羽
島
市
付
近
に
建
設
す
る
配

管

（約
２

ロキ
）
で
長
良
川
か

ら
木
曽
川
へ
水
を
流
し
、
当

初
の
上
流
ル
ー
ト
の
み
の
案

と
同
じ
水
量
を
木
曽
川
下
流

で
確
保
す
る
。

０５
年
１０
月
の
検
討
会
で
は

上
流
ル
ー
ト
の
み
を
採
用
す

る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た

が
、
コ
ス
ト
縮
減
と
長
良
川

の
水
量
確
保
の
た
め
併
設
ル

ー
ト
の
建
設
を
決
め
た
。
上

流
ル
ー
ト
の
ト
ン
ネ
ル
の
う

ち
、
長
良
川
―
木
曽
川
間
の

直
径
を
分
流
の
効
果
で
縮
小

し
、
建
設
費
を
１０
億
円
圧
縮

で
き
る
と
い
い
、
総
事
業
費

は
当
初
の
９
０
０
億
円
か
ら

８
９
０
億
円
に
削
減
す
る
。

検
討
会
で
は
、
木
曽
川
か

ら
の
取
水
量
比
率
な
ど
に
基

づ
き
、
同
局
が
▽
国
４
０
８

，
２
億
円
▽
愛
知
県
３
１
８

・
４
億
円
▽
名
古
屋
市
１
２

０
・
６
億
円
▽
岐
阜
県
２９
・

７
億
円
▽
三
重
県
１３
・
１
億

円
―
―
と
す
め
事
業
費
用
分

担
案
も
示
し
た
。
こ
れ
を
各

自
治
体
が
了
承
す
れ
ば
、
来

年
度
か
ら
測
量
や
用
地
買
収

を
始
め
る
。

【秋
山
信
一
】

期
・ダ謳築

知
事
、〈口意
の
上
と
認
識

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
の
徳
山

ダ
ム
建
設
に
伴
い
、
旧
徳
山

村
民
ら
が
公
共
補
償
協
定
の

一
部
変
更
の
無
効
を
求
め
、

同
町
な
ど
を
提
訴
し
た
問
題

で
、
古
田
肇
知
事
は
二
十
四
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